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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・リハビリテーションプログラムについて、
体育館の方がまだ使用出来る状況ではない為、3/19（月）以降も体育館が使用出来るまでの間は各病棟にて実施していく事となります。北病棟はプログラム作成が済んでいますので、各々で確認する様にして下さい。

・入浴後、水道の蛇口が閉まっているか確認する様にして下さい。

・発注について、在庫を確認してから発注するようにして下さい。

＜患者様連絡＞

· 金沢　洋子様～昨日、不調の訴え聞かれていましたが、本日は「何ともない」との事ですので、バイタル、体調について確認・観察をしていくようにしていきましょう。

· 小笠原　禮子様～外痔核疼痛時、ネリプロクト軟膏の予測指示が本日で切れる為、主治医へ報告し、3/18～4/1まで指示継続となっています。外痔核の状態・疼痛の程度を確認・観察を行っていくようにしましょう。

＜注目患者様NCP評価＞

· 滝田　英人様～本日、一時的に独語聞かれていますが継続はせず、日課への支障は特にみられていません。しかし、夜間は休めたとの事ですが頭がボーっとするとの事で、プログラムには今一つ集中し切れていない様子が伺えます。昨日、姉様との面会を行った事で、本人に何かしらの変化が生じる可能性が考えられますので、精神症状・睡眠状況と共に各プログラムの取り組み状況を確認・観察していくようにしましょう。

· 倉橋　生子様～過干渉、声高で交流している様子はなく落ち着いています。他患者様とのトラブルも見られていません。本日、眠気がある様子伺え、余暇・プログラム中に居眠りしている事が度々見られています。特に日課への支障はみられていませんが、夜間の睡眠状況の観察と他者とのトラブルに注意していきましょう。

· 上村　みわ様～臥床傾向ではありますが、特に日課や治療プログラムへは支障はみられていません。本日昼食後、オフィス前を歩行されており、介入したスタッフへ「５時間歩きたい。」と話されています。理由については、「安ヶ平先生と一緒に歩いている。退院が…。」等と妄想に左右された発言聞かれ、現実検討にも了解の悪さや不服な様子が伺えています。介入した結果、短時間での歩行運動で抑える事出来ていますが、今後も逸脱した行為や単独で病棟を離れる可能性も考えられますので、所在確認の徹底と都度現実検討を行っていきましょう。

· 布施　邦雄様～ニヤつきや話し掛けの多さが見られています。特に日課への支障は見られていませんが、プログラムへは今一つ集中し切れていない様子が伺えます。活動状況、精神症状について確認・観察を行っていくようにしましょう。

· 林　田鶴子様～不調を訴え、不食しようとする事が度々見られています。促しには消極的ではあるも応じる事出来ており、全量摂取出来ています。対人交流面でのストレスや精神症状による行動の可能性も考えられます。無為好褥傾向となりがちですので、積極的に介入していくようにしましょう。

＜金銭自己管理状況＞

· 三上　勇様～一週間ごとに金銭自己管理を行っている状況ですが、計画的に使用できず、不明金も度々見られる状況です。引き続き、管理状況について確認し、計画的に使用出来るように介入していく様にしましょう。






















